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	DVD　　実施日
	　　　　年　　月　　　日（　　）　　　時間　　　　：　　 　～ 　　　　：　　　 

	内容
	「動物実験学概論Ⅰ（申請手続きを含む）」（2025年6月5日撮影）

	講　師
	國田　智 教授　（実験医学センター）

	Ⅰ．以下の文章は、実験動物の安楽死方法として、推奨される方法について説明しています。（　　　　）内に適切な用語や数値を入れて文章を完成させてください。
1 ラットの頚椎脱臼は、体重（　　　　）ｇ以下の個体に限定して容認される安楽死方法である。
2 マウス及びラットの安楽死では、バルビツール系麻酔薬であるチアミラールナトリウムを（　　　　　）mg/kgの用量で静脈内や腹腔内に投与する。
3 （　　　　　）等の吸入薬による過麻酔やCO2ガスの吸入による安楽死は、マウスやラットをはじめとする多くの動物種で容認される方法である。
4 マウスやラットの新生子は低酸素状態に抵抗性であるため、（　　　　　）等の物理的処置により確実に安楽死させるとよい。
5 ブタ等の大型実験動物は、全身麻酔下で（　　　　　）を急速静脈内投与することで安楽死させることが多い。

　
Ⅱ．本学が提唱する人道的動物実験を実践するための5R原則を列記してください。
　　1）
　　2）
　　3）
　　4）
　　5）
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